
2021 年教会標語 「あなたの神、主は、あなたと共に歩まれる。あなたを見放すことも、見捨てられることもない。」（申命記 31 章 6 節） 

週 報 
2021 年９月 19 日 第 25 号 (創立 1907 年 12 月 8日) 

日本基督教団 洛北教会 主任担任教師 岡本知之 

〒603-8146 京都市北区鞍馬口通寺町西入下ル 285-83 

Tel 075(231)6676 Fax (223)5505 http://rakuhoku-church.com 

三位一体後第１６主日            10 時 45 分 
 

司式 北村康二 
前  奏                    奏楽 中西百合 
礼拝招詞  (一同起立) 
讃  美  ３５２(1、2、3 節) 

主の祈り  (５６４)  

使徒信条  司式者：我らはかく信じ、代々の聖徒と共に、使徒信条を告白す。 

      一 同：我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独

り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりてやど

り、処女
をとめ

マリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを

受け、十字架につけられ、死にて葬られ、陰府
よ み

にくだり、三日目に

死人のうちよりよみがへり、天に昇り、全能の父なる神の右に坐

したまへり、かしこより来りて、生ける者と死ねる者とを審きた

まはん。我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交はり、罪の

赦し、身体のよみがへり、永遠
とこしへ

の生命
い の ち

を信ず。 アーメン 
 

聖書朗読  ヨハネによる福音書 

16 章 5 節～11 節(新約聖書 200 頁) 

間  奏 

祈  祷                       岡本知之牧師 

説  教  「聖霊の到来」             岡本知之牧師 

献  金   (感謝と献身のしるし)  

報  告 

頌  栄  ５４１ 

祝  祷 

後  奏 

礼拝招詞 

 

人よ、何が善であり 

主が何を求めておられるかは 

おまえに告げられている。 

正義を行い、慈しみを愛し 

へりくだって神と共に歩むこと、

これである。 

ミカ書６章８節 

＜報     告＞ 

＊京都府の「緊急事態宣言」が月末ま

で延長されたことに伴い、9月中は

「分散礼拝」とします。10 月以降の

礼拝及び集会については、本日の役

員会で決定し、皆様に報告します。 

教会学校、水曜日朝の聖書研究会も

9月中はお休みとなります。夜の祈

祷会、土曜日の「説教黙想」を読む

会は、通常通り開かれていますの

で、覚えてご出席下さい。 

また、26 日に予定されていた「召天

者追悼集会」は中止とし、それぞれ

の礼拝の中で、該当者を覚えて、祈

りと説教がなされます。 

 

＊青年会報誌「マラナ・タ」が印刷で

きています。教会に来られる機会

がある方は、受付台のところに置

いてありますので、ご自由にお持

ち帰り下さい。 

＜本 日 の 集 会＞ 

＊定例役員会     礼拝後 

 

＜今 週 の 集 会＞ 

＊聖書研究・祈祷会 22 日(水) 

 聖書研究  岡本知之牧師 

  ハバクク書 3章 

 10 時半  休   会 

 19 時半  祈 祷 会 

 

＊「説教黙想」を読む会 

   25 日(土)  14 時～ 

 



＜説 教 黙 想＞ 

「十字架・復活・昇天・聖霊の派遣が意味すること」 

 「告別説教」の第二部は「ぶどうの木のたとえ」で始まる。ぶどうの木

に枝が「つながっている」ように、真のぶどうの木であるイエスに「つな

がっている」ようにと求める（15 章 1～17 節）。しかし、イエスが御父

の言葉を語っていることを理解できない「世」は、イエスに「つながる」

弟子たちを迫害する（15 章 18 節～16 章 4a 節）。イエスが父の元に帰る

ことを聞いた弟子達は悲嘆に暮れる。その弟子達にイエスが「弁護者」の

到来を語るのである。 

 ここで「弁護者」は「パラクレートス」即ち前置詞パラ＜脇に、傍らに

＞と動詞カレオー＜呼び寄せる＞による合成動詞パラカレオーから派生

した名詞で、文字通りには「誰かを助けるために呼び出された者」の意味

で、口語訳ではこれを「助け主」と訳している。 

 更にイエスは言う、「わたしが去って行かなければ、弁護者はあなたが

たのところに来ない」と。このことの意味は一体何であろうか。ここで

「去っていく」とは十字架の死及び復活を経ての昇天を指している。こ

れまでも度々述べてきたように、「十字架の死」とは父なる神との「関係

の断絶」を意味し、復活とはその「関係の回復」を意味する。そしてこの

回復された関係の担い手こそが「聖霊」なのである。聖霊とは父と子の間

に通い合う「愛の息吹」そのものの事である。 

 さてこの「関係の断絶」こそが私たちの罪の実態（本質）であり、また

その結果であった。その罪の実態とその結果を、主は十字架の上に担っ

て下さったのである。そして回復された主ご自身と父なる神との関係に

立って、主は私たちに父なる神との関係の回復をもたらして下さったの

である。 

  それを成し遂げて下さるのが、この「聖霊＝弁護者＝助け主＝真理の

霊」なのである。だから、この順番が必用なのである。 

＜会 計 報 告＞  

（9 月 12 日分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「分散礼拝」の間、毎週の礼拝献

金、月次献金、特別献金等は、教会

へ直接ご持参頂くか、郵便振替ま

たは銀行振込にてお捧げ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎郵便振替口座：01020-0-24987 
◎口座名称：日本基督教団洛北教会 
◎洛北教会 e-mail: 

rakuhoku@eos.ocn.ne.jp  
 

＜次 週 の 案 内＞ 

三位一体後第 17 主日 

9 月 26 日 

10 時 45 分 

 
 

説教 「真理の霊」   

岡本知之牧師  

司式 石橋真人 

聖書 ヨハネによる福音書 

16 章 12 節～15 節 

讃美 280(1、3、4 節) 

奏楽 三浦真実子 

 

9 月当番役員     太田 稔 

 

 

 

 

＜集 会 統 計＞ 
(9 月 11 日～9 月 17 日) 

日 曜 集会 男 女 計 

4 土 説教黙想  3 2 5 

5 日 
主日礼拝  6  3 9 

青年会ズーム  4  6 10 

8 水 
朝の聖研 － － － 

祈祷会 5 0 5 
 


